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        ―令和 6 年度の出発にあたってー 

                           理事長  箭内 忠義 

岡田芳子先生から令和 6 年度理事長のバトンを引き継ぎました箭内忠義です。荒

川区で生まれ育ち、今も荒川区で生活しています。74 歳、平成 28 年度から「自然

と小さな旅」教室の講師をしています。誠心誠意理事長の職を務めてまいりますの

で、ご協力ご支援の程よろしくお願い申し上げます。 

3 月 18 日、令和 5 年度の閉講・卒業式がサンパール荒川で行われました。前半は

閉講・卒業式で、卒業生 45 名(5 年間学んだ学生)、後半は受賞式で、奨励賞(10 年

間学んだ学生)23 名、学長賞(20 年間学んだ学生)9 名でした。理事

長賞(30 年間学んだ学生)はおりませんでした。 

昨年度は、荒川シルバー大学創立 40 周年記念の年でした。記念

式典は行いませんでしたが 40 周年記念合同講義 3 回、学生全員に

よるバザーの実施、そして 40 周年記念誌を学生全員に無料配布す

ることが出来ました。すべて学生自らの活動によりできたもので

あり、荒川シルバー大学の総力の結集の賜物でした。 

さて、人事に関してですが、12 年間にわたり理事長として荒川

シルバー大学を牽引し指導してくださった岡田芳子先生が退任なさいました。岡田

先生は荒川区の小学校の校長をはじめ荒川区教育委員長として教育行政にも携わ

ってこられ、社会教育功労者として文部科学大臣賞をお受けになりました。シルバ

ー大学では、30 周年、35 周年、40 周年の区切りの時も理事長としてリーダーシッ

プを発揮してくださいました。今後は相談役として大学全体の助言をいただくこと

になりました。 

講師の高橋建司先生、石﨑惠子先生をはじめ役員の方々で退任された皆様には厚

く感謝申し上げます。ありがとうございました。 

今年度は生涯学習センターの工事がありますが、荒川区のご理解ご協力(西川太

一郎区長様、区議会議員、そして区役所の方々)のおかげをもちまして、学習の中心

である生涯学習センターのほかにアクト 2１、さつき会館、ふれあい館等がお借り

出来ることになりました。時期により学習会場が変更になる場合がありますので学

習の場所の確認をお願いいたします。 

4 月は新しいステージへの第一歩であり、ともに未来に向かって歩み始める特別

な月です。「学に老若の別なし」、荒川シルバー大学で友と学ぶことの素晴らしさを

実感し、その力で日々の生活をより豊かにしていくことを願っています。 

 

 
№ 397 

令和 6 年 4 月 1 日 

荒川シルバー大学 

荒川区荒川 3-49-1 

理事長 箭内忠義 

TEL 3801-5740 

FAX 3801-5691 



 - 2 -

≪≪ 文部科学大臣表彰を受賞して ≫≫ 

                        前理事長 岡田 芳子 

平成 15 年、シルバー大学の絵手紙講師として出発し、平成 24 年から 12 年間理事

長として学長及び常任理事の皆様と経営にかかわってきました。 

 月一回の常任理事会が行われ、月々の課題に向け審議し解決策を検討し、理事会

にそれぞれの担当の方が報告、質疑。その理事会には常任理事はもちろん、教室代

表、地区委員と大会議室は満席となり、役員の皆様の情熱にいつも圧倒されていま

した。この力こそが、学校を動かしているのです。 

直近 3 年、新型コロナウイルスの発生にともない、何として

も学生の安心・安全を守り運営することの難しさを体験しなが

ら、講師の先生方のご理解のもと学習の工夫、それに対する学

生の協力。これこそ人生経験豊かな方々の集まりに喜びを感じ

ました。 

 このような学校の理事長職を退任することに一抹の淋しさは

ありますが、間もなく 84 歳。体調がついていけないこともあり決心しました。 

 折しも、西川区長様から「文部科学大臣賞（社会教育功労）が決定したよ」とい

う連絡をいただきました。〝エー！″。一昨年、東京都知事賞をいただきました時

も思いました。荒川シルバー大学が都から国から認められ、荒川にシルバー大学あ

りと皆様の代表として成人教育でもある社会教育功労賞を、2 月 9 日に受賞いたし

ましたことを、ご報告させていただきます。 

 私は今後学生になり、学校にかかわっていきたいと思います。 

 長い間、ありがとうございました。 

 

≪≪ 朗読教室発表会を終えて ≫≫ 

 コロナが少しゆるやかになり、例年より少し遅れて令和 5 年 12 月 12 日、サンパ

ール荒川小ホールで朗読発表会を行うことができました。「群読と詩の朗読会」と題

し一人一人各人が選んだ詩を読みました。趣向が今までと異なるので、果たしてご

来場の皆様に受け入れて頂けるかどうか不安もありましたが、

事前にピアノ伴奏も加え音楽室で合同練習をした時に私は、個

々の打ち合わせもないのに、各人の読んだ詩が、こんなに多く

の詩人の作品が選ばれ、内容豊かで各人の想いが詩に込められ

ている事を感じて、この発表会の意義があると思いました。 

 発表会当日の朝は雨。ご来場者が少ないのではと心配しまし

たが、昼には雨も上がり次々と着席下さる姿に安心しました。

そして、発表会は無事に終えて、達成感や喜びを感じられ、お客様から「詩の朗読

は珍しいですね」とか「色々な詩を各人が心を込めて表現されていました」等々、

有難い感想もとても嬉しかったです。普段の教室で学んでいる事の集大成として発

表会を行う事は大変な面もありますが、実行できた事が今後の朗読教室の道標とな

ると確信しています。 

 また、お客様のご来場あっての賜と、皆様本当にありがとうございました。 

（ 朗読教室午後代表  佐藤 康子 ） 

 



 - 3 -

≪≪ 思い出がいっぱい ≫≫ 

                                前「折り紙・絵本」教室講師 石﨑惠子 

「絵本と童話」という名の教室で担当させていただいたのは 22 年前。シルバー

大学の入学式でご挨拶した時、私は挨拶に代えて一冊の小さな絵本を読ませて頂き

ました。『だからこぶたちゃん』（北山葉子作）という、人権思想にしっかり根付い

た作品ですが単純なかわいい赤ちゃん絵本です。この教室に籍を置かれたある 70

歳台の学生さんが、その話を、家で楽しそうに孫たちに報告したそうです。そして

、いよいよ教室が始まるその日、ルンルンで出かけるおばあち

ゃんに「行ってらっしゃい、こぶたちゃん」と孫からかわいい

声がかかったと嬉しそうに報告してくれました。    

あれこれ、そんな思い出はいっぱいです。 

伝承遊びを取り入れて、お手玉やあやとりをご披露しあった

時もありました。お手玉を寄付して下さった教室外の学生さん

の存在も、今更ながら有難く感謝と共に思い出します。時代も

移り変わり、学生さんの層や関心も変化し、学習内容の変化に沿って何回か教室名

が変わりました。今年度から折り紙中心の教室になります。折り紙は奥の深い紙の

文化です。楽しんでください。 

あっという間の 22 年間でした。楽しい教室でした。役員の方々、講師の皆様、学

生の皆様ありがとうございました。シルバー大学のますますのご発展を祈念致して

おります。 

 

≪≪ 教室・役員退任に当たって ≫≫ 

                                 前「社会科見学」教室講師 高橋 建司 

25 年前に知人が全くいない荒川区の高層住宅に 12 回目の転居。色々な区の講座を

受講、そこから知人作りを始めました。講座を機会に 2 つのグループを設立（現

在も活動中）しました。その経験から、自分史教室の原田先生の後押しで教室を

立ち上げたのが、現在の「社会科見学教室」です。 

 その 2 年後には歌声喫茶風の「歌声クラブ」や「何でも教室」

を設置。3 つの教室が重複した 5 年間、約 170 人の受講生が月 2

回年間 19 回、計算上では 3 教室 5 年間累計で何と約 3 万 3000 人

の受講生と顔を合わせた事になります。 

 その間、役員にもなり講師会長、福利厚生部長、企画部所属、

創立 30 周年記念行事、30・35・40 周年記念誌編集委員、福島支

援旅行 5 回、201 人参加のシンフォニークルーズ等をリード、そ

して安全保険の設置。最近では誰もが疑問符❓だった「掲示板、ラインバザー」

実施など多くの経験をさせて頂きました。 

 健康にも恵まれ、一受講生から講師・役員まで 21 年間を過ごし、荒川区には数

え切れないほどの知人が出来て、後半の人生の生き甲斐を得た事は荒川区とシル

バー大学に感謝でいっぱいです。 
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4 月の行事     令和６年度 開講・入学式 

日時：令和 6 年 4 月 12 日（金）午後 1 時 会場：サンパール荒川大ホール  

 
荒川シルバー大学ホームページ更新履歴 3/18 社会科見学 03/08 パステル絵具画・折り

紙絵本 3/7 ご挨拶・お知らせ・シルバー便り 3/5 料理・社会科見学・自然と小さな旅 

2/26 今と昔の歴史散歩 2/23 料理 2/18 写真 

 ◆◆◆◆◆   ３ 月 の 学  園  日  誌   ◆◆◆◆◆ 

1 日 

6 日 

 

 

8 日 

14 日 

14 日 

 

19 日 

次年度閉講・卒業式会場申請 

常任理事会・役員会 

募集申込み状況/閉講式につい

て・受賞者確認/開講・入学式の件 

賞状準備 （事務局・増山・伊東） 

賞状確認 理事長・学長他五役 

40 周年記念誌を区へお届け 

能登半島地震義援金赤十字社へ 

広報委員会 

18 日 

 

 

 

 

 

27 日 

28 日 

28 日 

28 日 

令和 5 年度閉講・卒業式・表

彰式   卒業生   45名 

奨励賞受賞者 23 名 

学長賞受賞者   9 名 

感謝状受賞者  7 名 

（於・サンパール荒川小ホール） 

講 師 会 

ｽﾎﾟｰﾂ安全保険加入書類作成 

シルバーだより 397 号作成 

学校要覧作成準備 

※事務局だより※ 
 

 
ご入学・ご進級おめでとうございます。共に生涯学習のスタートを切りましょう｡ 

1.新年度書類配付について：4 月 12 日（金）開講・入学式会場にて配付。 

①シルバーだより 4 月号 ②年間日程表 ③各教室第一回目の持ち物 

※欠席者は、15 日（月）以降に事務所でお受取りください。 

2．講師会について：4 月 22 日（月）午後 1 時 会場：センター 大会議室 

（事  務 所） TEL3801-5740 FAX3801-5691 

（ホームページ）http://www.arakawa‐silver.com /    室長：田原 

1 . 開会の言葉 10 . 講師紹介
2 . 理事長挨拶 11 . 常任理事紹介
3 . 新入生紹介 12 閉会の言葉
4 . 学長挨拶
5 . 誓いの言葉
6 . 来賓の言葉
7 . 来賓紹介
8 . 校歌斉唱
9 . 来賓退場

式次第

新入生記念撮影


